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１．事業の概要

２．システムの機能と操作方法

３．もっと活用する
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本研修の構成



１．事業の概要
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レファレンス協同データベース（レファ協）とは

全国の図書館等の
レファレンス情報を

…

データベースに
集めて…

みんなで
使う！

全国の参加館

公共図書館

大学図書館

専門図書館

学校図書館

アーカイブズ

国立国会図書館 レファ協
データベース

図書館員
一般利用者、研究者

♪

レファ協イメージキャラクター れはっち



事業参加館数の推移
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（年度）



█ 公共図書館 560 館

█ 大学図書館等 211 館

█ 学校図書館等 74 館

█ 専門図書館     70 館

█ 国立国会図書館 12 館

█ アーカイブズ 11 館

合計 938 館
※数値は令和6年12月末現在

※国立国会図書館には支部図書館を含む
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種別参加館数・割合

公共

60%

大学

22％

学校 8%

専門 7%
国会

1%

アーカイブズ 1%
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４種類のデータ

レファレンス事例

参加館で行われたレファレンス

サービスの記録

 

調べ方マニュアル

特定のテーマやトピックに関する

情報源の探索方法を説明した情報

 

特別コレクション

特定の主題、又は資料種類、

資料形態から構成されるコレ

クションに関する情報 

参加館プロファイル

レファレンス協同データベース

事業の参加館に関する情報
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レファレンス事例

▶ 郷土に関する事例

福岡では、小学校の体育の時間にヤーと言って起立する文化がありますが、その起源
を調べています。（福岡県立図書館）

▶ 身近な疑問

「世界線」という言葉の語源は何か。なぜ使われるようになったのか。（京都府立高
等学校図書館協議会司書部会）

▶ 昔読んだ本を探しています

今から30年くらい前に、国語の教科書で読んだ話を探している。
「しんぺい」という名前の男の子と…（略）（市川市中央図書館）
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調べ方マニュアル

▶ 調べ方の案内

・「雑誌の略称」の調べ方(欧文編)（近畿大学中央図書館）

・日本刀について調べる（東京国立博物館資料館）

・『常陸国風土記』について調べるには（茨城県立歴史館（閲覧室））

▶ ブックリスト

・四国八十八ヵ所に関するブックリスト（所蔵一覧）（徳島市立図書館）
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特別コレクション

・震災文庫（阪神・淡路大震災関係資料文庫）（神戸大学附属図書館）

・自動車関連資料（豊田市中央図書館）

・堀田両平コレクション（国立国会図書館）

※企画展示、特設コーナー等の資料を紹介するデータも

※国立国会図書館の特別コレクション・調べ方マニュアルのデータは、
リサーチ・ナビ（ https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi ）の記事由来
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参加館プロファイル
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4種類のデータとレファレンスの関係

レファレンス

調査の
情報源

資料の
情報源

照会先の
情報源

登録

利用して
作成
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登録データ数の推移
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█ 一般公開 約 173,000件

█ 参加館公開 約 22,000件

█ 自館のみ参照  約 135,000件

 合計 約 330,000件

※数値は令和6年12月末現在
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データの公開範囲は３種類

一般公開

52%

参加館公開

7%

自館のみ参照

41%



• レファ協は、国立国会図書館が全国の図書館等と協同で

構築しているレファレンスのデータベース

• レファ協には様々な機関が参加している

→データを参照すると、対応したことがない分野でも

調査の手がかりを得られることがある

• レファ協には4種類のデータがあり、公開データ数が多い

→調べ方や類似の事例が見つかると、調査時間を短縮できる
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まとめ（事業の概要）



２．システムの機能と操作方法
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検索― 5種類の検索

地名検索詳細検索

テーマ検索

データ一覧

簡易検索
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検索― 簡易検索

簡易検索窓にキーワードを入力：4種類のデータを一度に検索

デモ動画



全データの一覧を最終更新日時が新しい順に表示
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検索― データ一覧 デモ動画
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検索― 詳細検索 デモ動画
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検索― テーマ検索 デモ動画
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検索― 地名検索 デモ動画
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（参考）API2.0を使った検索



• まずは幅広く検索できる簡易検索

• 検索結果一覧画面で並び替えや絞込みが可能

• 項目を指定した検索は詳細検索画面から

• NDC （日本十進分類法）の分類記号から探すテーマ検索や、地名から探す

地名検索を使うと、キーワード検索では見つけにくいデータに出会えるかも

• （参考）APIの利用も可能

（利用条件をご確認のうえ、ご利用ください。）
システム操作マニュアル（一般利用者用）7. 外部提供インタフェース（API1.0,API2.0）

https://crd.ndl.go.jp/jp/help/general/help_07.html

24

まとめ（検索）
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データ詳細画面①

• 事例作成日：実際にレファレンスを受けて回答した日付

作成日や更新日時から、いつ時点の情報なのかを確認できる。

• 提供館の館名をクリックすると、その館の参加館プロファイルに

遷移する。参加館プロファイルの「データ一覧」からは、その館が

登録したデータの一覧を表示できる。
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データ詳細画面②

• 回答プロセス：「どう調べたか」がわかり、類似の調査の参考にできる。

• 参考資料：出典が示されていて、自館で所蔵している資料の確認にも使える。
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データ詳細画面③

• 転記用URL：データへのリンクを作成する際などに使う

• 目のマーク：各データへのアクセス数
手のマーク：各データへの拍手数…素晴らしい！と思ったデータで

クリックしてみてください

• SNS連携ボタン
X、Facebook、LINE、はてなブックマーク、メールソフト



• データの作成日や更新日時がわかる

→内容が古い場合があるので、いつ時点の情報なのかを確認する

• （レファレンス事例）回答に至るプロセスも記載されている

→調査の再現が可能

• （レファレンス事例・調べ方マニュアル）参考資料の記録

→出典が示されている

• 転記用URLやSNS連携ボタン

→データを活用・共有できる
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まとめ（データ詳細画面）
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登録― 1件ずつ登録 デモ動画
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登録― ファイルアップロード・自動取得

デモ動画
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登録関連機能―参考資料検索・入力補助

デモ動画
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登録関連機能― 関連ファイル デモ動画
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登録関連機能― リッチテキストエディタ

デモ動画



• フォームに入力して1件ずつ登録する方法と、ファイルアッ

プロードや自動取得の機能を使ってまとめて登録する方法が

ある。

• 参考資料検索／入力補助機能や関連ファイルが登録できる機

能を使って、登録作業を効率的に行うことができる。

• リッチテキストエディタを使って、データを読みやすい体裁

に整えることができる。
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まとめ（登録）
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参加館支援機能― コメント

〇〇図書館

△△図書館

佐藤

鈴木
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参加館支援機能― 統計 デモ動画
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参加館支援機能― ダウンロード

XML形式

CSV形式

デモ動画



• コメント機能を使って、データのブラッシュアップや

コミュニケーションが可能。

• 統計機能を使って、登録実績やデータへのアクセス数・

拍手数を把握できる。

• ダウンロード機能があり、自館登録データのコピーも可能。

レファレンス協同データベース・システム操作マニュアル（一般利用者用）

https://crd.ndl.go.jp/jp/help/general/index.html

レファレンス協同データベース・システム操作マニュアル（参加館用）

https://crd.ndl.go.jp/jp/help/library/index.html
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まとめ（参加館支援）



３．もっと活用する



◆レファレンスを記録するのに適した

項目立てになっている

◆参加館を支援する様々な機能

◆複数人の同時利用が可能

◆他の記録手段との併用もしやすい
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レファ協で記録するメリット

▶ 紙に記録

管理や複製が大変。検索には不向き。

▶ ExcelやWordに記録

（一元管理する場合）複数人での同時作業

が難しい。蓄積するとデータ容量が大きく

なる。

▶ 自館のデータベースに記録

コスト（構築費用、維持費用）の問題

レファ協だと……



• 自館内での記録、共有

• 自館用データベースに
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公開範囲別の活用方法

過去の事例や
他の職員が対応した
事例をすばやく発見
↓
業務の効率化

人事異動時などの
引継ぎにも

一般公開参加館公開自館のみ参照

• 他の参加館との共有 • 他の機関や、
一般の方の参考

• 活動のPR

一般公開はできなく
ても

公開することで、
他の参加館に役立つ
＋
情報提供につながる

自館の活動を
効果的にアピール！

データそのもの
＋
統計機能
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記録することでこんなことも可能に

▶ 難しいレファレンス事例を登録し、協力して解決する

▶ レファレンス研修の教材として活用する

▶ 自館の利用者の傾向/ニーズを把握する

選書やパスファインダー作成の参考に
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登録が大変そう…とお考えの方へ

▶ すべての項目を入力する必要はありません

▶ クイックレファレンスの事例や利用案内も登録してください

▶ 『データ作成・公開に関するガイドライン』があるので、
初めての登録でも大丈夫！事務局がいつでもサポートします
https://crd.ndl.go.jp/jp/library/data/guideline.html

▶ 毎月参加館向けのメールマガジンを配信して情報共有

▶ 参加にあたって経費やシステムの維持管理は不要
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レファ協公式X

登録データ紹介など
平日は毎日発信！

@crd_tweet

フォロワー数は65,000以上！
（令和6年12月末現在）
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イベントのご紹介

担当者研修会
参加館におけるレファ協へのデータ登録担当の初任者が対象。
データの作成・公開に必要な実践的な知識・技能の習得を目的とする。
令和2年度以降は主にオンライン形式で実施。

講師派遣型研修
レファ協事務局の職員が、オンラインでまたは各図書館にお伺いして
レファ協の概要などを紹介（年3件程度）。

フォーラム
事業に関する意見交換、相互交流の場。講演や参加館の実践報告、
フリートーク、交流会など。 令和2年度からはオンライン開催。
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新規参加申込み手続き

基本的には①参加申請書、②参加資格を満たすことを示す書類、
③新規参加調査票の3点を事務局に提出
※メールで手続き可能です。

（指定管理者により管理されている機関の場合、追加で必要な書類あり）

館種により必要な書類が異なりますので
詳細は以下のページでご確認ください。
レファレンス協同データベース ＞ 事業への参加

https://crd.ndl.go.jp/jp/library/entry/index.html



ありがとうございました！
関西館 図書館協力課 協力ネットワーク係
（レファレンス協同データベース事業事務局）
メール：info-crd@ndl.go.jp
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